
旭ヶ丘キリストの教会
イ ー ス タ ー 礼 拝 順 序

２ ０ ２ ５ 年 ４ 月 ２ ０ 日
司 会 ： 千 田 俊 昭
奏 楽 ： 千 田 祥 子

黙 祷 一 同

讃 美 ※ 讃美 歌 151「 よろずの民、喜べや」 一 同

主 の 祈 り ※ （ 聖 歌 表 扉 ま た は 讃 美 歌 564番 を ご 覧 く だ さ い ）

教 会 学 校 「 空 っ ぽ の お 墓 」 牧 師

讃 美 讃 美 歌 4 9 6「 う る わ し の 白 百 合 」 一 同

聖 書 朗 読 ヨハネ20:24-31

奨 励 イースター・メッセージ 牧 師

主 題 「わが主、わが神」

讃 美 讃 美 歌 2 4 3 「 あ ぁ 、 主 の 瞳 」 一 同

献 金 献 金 と 感 謝 の 祈 り

聖 餐

頌 栄 ※ 讃 美 歌 541「 父 、 御 子 、 御 霊 の 」 一 同

祝 祷 ※ 牧 師

来 週 の 箇 所 創 世 記 第 50 章
※ 印 の と こ ろ で は 御 起 立 下 さ い 。

☆ は じ め て 集 会 に お い で の 皆 様 。 心 か ら 喜 び 、 感 謝 し て お 迎 え 申 し あ げ ま す 。
し か し 、 初 め て の 方 に 無 理 な 勧 誘 を す る よ う な こ と は 、 一 切 い た し ま せ ん 。
む し ろ 、 そ っ と し て お き た い と 思 う わ け で す 。 そ の 態 度 を 冷 淡 や 不 親 切 と
誤 解 な さ ら な い で 下 さ い 。

☆ 私 た ち は 何 派 に も 属 さ な い ク リ ス チ ャ ン 個 人 の 自 由 な 交 わ り の 教 会 で す 。
聖 書 を 学 び 、 キ リ ス ト に 信 頼 し 、 キ リ ス ト が 与 え て く だ さ る 神 の 義 を 何 よ り
大 事 に し 、 信 じ る 者 同 志 が 兄 弟 姉 妹 と し て 受 け 入 れ 合 う 群 れ で す 。

☆ 献 金 は 神 へ の 感 謝 と し て 、 各 自 が 自 由 意 志 で 行 う も の で す （ ２ ｺﾘﾝﾄ9:7）。
入 り 口 に 献 金 箱 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

☆ キ リ ス ト 教 に つ い て 、 あ る い は ど ん な 質 問 で も 、 い つ で も 遠 慮 な く 牧 師 に
ご 相 談 下 さ い 。

☆ 第 二 礼拝後、軽食を用意してありますので、お時間のある方はどなたでも、
ご 自 由 に お 召 し 上 が り 下 さ い 。

☆ 二 階 に 教 会 図 書 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

旭 ヶ 丘 キ リ ス ト の 教 会 ニ ュ ー ス

《 今 週 の 歩 み 》
４ /20(日 )イ ー ス タ ー 礼 拝

/21(月 )
/22(火 )
/23(水 )13: 30牧 師 祈 り 会
/24(木 )8:30OBSﾁｬﾍﾟﾙ 10:祈会
/25(金 )10-12:OBSｸﾗｽ
/ 26(土 )13-16子供ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽ

《 祈 り の 課 題 》
① 家 族 の 救 い の た め に
② 礼 拝 に 来 れ な か っ た 人 々 の た め に
③ 教 会 学 校 の 子 供 た ち が 救 わ れ ま す よ う に

《ギリシャ正教会のイコン》

良 書 ハ イ ラ イ ト 「 イ ン ド に 行 っ た 使 徒 ト マ ス 」
「 使 徒 ユ ダ ・ ト マ ス の 行 伝 」 (講 談 社 学 芸 文 庫 , 1997 )よ り

そ の 頃 、 私 ど も 使 徒 は 皆 エ ル サ レ ム に い た 。 ペ ト ロ 、 ア ン デ レ 、 ヤ コ ブ 、 ヨ ハ ネ 、 ピ
リ ポ 、 バ ル ト ロ マ イ 、 ト マ ス 、 マ タ イ 、 ア ル パ ヨ の 子 ヤ コ ブ 、 熱 心 党 の シ モ ン 、 ヤ コ ブ

の 子 ユ ダ で あ る 。 そ し て 私 ど も は 全 世 界 の 諸 地 域 を 分 割 し 、 各 自 に 籤 で 当 た っ た

地 域 と 、 主 が 各 自 を 遣 わ さ れ た 国 民 の も と に 行 く こ と に し た 。 さ て 籤 引 き の 結 果 、

イ ン ド が デ ド モ (双 子 )と も 呼 ば れ る ユ ダ ・ ト マ ス に 当 た っ た 。 し か し 彼 は 出 て 行 く

こ と を 欲 し な か っ た 。 彼 は 、 身 体 が 弱 い の で 旅 を す る こ と が で き な い と 言 い 、 ま た 、

へ ブ ル 人 で あ る 私 が ど う し て イ ン ド に 行 き イ ン ド 人 に 真 理 を 述 べ 伝 え る こ と が 出

来 よ う か と 言 っ た の で あ る 。 と こ ろ が こ の 夜 、 救 い 主 が 彼 に 現 わ れ 、 彼 に 言 っ た 。

『 恐 れ るな 、 トマ ス よ 。 イ ン ドに 行き 、そこ で 御言 葉を 宣べ 伝え よ。 私の恵みが汝と

共にあるのだから』 。 しかし彼は従わずに言った、 『あなたが遣わそうと思われる所に私を
遣わしてください。しかし、他の所に！私はインド人の所には行かないのですか ら。 』

彼 が こ の よ う に 言 い 、 思 案 し て い た 時 に 、 た ま た ま 、 イ ン ド か ら や っ て き た 名 を
ハ バ ン と い う 商 人 が そ の 地 に い た 。 彼 は グ ン ダ フ ォ ロ ス 王 か ら 遣 わ さ れ 、 大 工 を 購
っ て 王 の 元 に 連 れ て く る よ う に と い う 命 令 を 受 け て い た の で あ る 。 さ て 、 主 は 正 午
ご ろ 彼 が 町 の 広 場 ア ゴ ラ を 歩 い て い る の を ご 覧 に な っ て 彼 に 言 わ れ た 。 『 大 工 を
買 い た い の で す か ？ 』 彼 は 主 に 言 っ た 。 『 は い 、 そ う で す 。 』 す る と 、 主 は 彼 に 言

わ れ た 。 『 私 が 大 工 の 奴 隷 を 持 っ て い ま す 。 そ れ を 売 り た い の で す 。 』 主 は こ う

言 わ れ て 、 彼 に ト マ ス を 遠 く か ら 示 さ れ 、 刻 印 の な い 銀 三 リ ト ラ で 彼 と 取 り 引 き さ

れ 、 次 の よ う な 証 書 を 書 か れ た 。 『私 、大工ヨゼフの子イエスは、貴殿インド人の王

グンダフォロスの商人ハバンに、名をユダという私の奴隷を売ったことを誓約しま す。 』

そ し て 、 証 書 を 書 き 終 え る と 救 い 主 は ト マ ス と も 呼 ば れ る ユ ダ を 商 人 ハ バ ン の
も と に つ れ て き た 。 す る と ハ バ ン は ユ ダ を み て 彼 に 言 っ た 。 『 こ の 人 が お 前 の 主 人
か 』 使 徒 が 答 え て 言 っ た 『 は い 、 こ の か た が 私 の 主 で す 』 。 ハ バ ン が ユ ダ に 言 っ た 、
『 私 が お 前 を こ の 人 か ら 買 っ た 。 』 す る と ユ ダ は 黙 っ て し ま っ た 。

翌 朝 、 使 徒 は 祈 り 、 主 に 願 っ て 言 っ た 。 『 主 イ エ ス よ 、 あ な た の 欲 す る と こ ろ に 参
り ま す 。 あ な た の 御 旨 が 行 わ れ ま す よ う に 』 こ う し て 彼 は 商 人 ハ バ ン の も と に 行 っ た
が 、 支 払 わ れ た 自 分 の 代 金 以 外 は 何 も 携 え て い な か っ た 。 主 が 彼 に そ れ を 与 え 、
次 の よ う に 言 わ れ た か ら で あ る 。 『 お 前 が ど こ に 行 っ て も 私 の 恵 み と 共 に お 前
の 代 金 も お 前 と 共 に あ る よ う に ！ 』 こ う し て ト マ ス は イ ン ド に 行 っ た 。


